
環境や文化に配慮した観光の推進について

令和４年８月２日
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１．令和４年度の「東京の観光振興を考える有識者会議」について

ü昨年度は、「PRIME 観光都市・東京 東京都観光産業振興実行プラン」の改定に向けて

議論 → 令和４年２月に新たなプランを公表

ü今年度は、次期プラン策定も視野に、中長期的な視点から今後の観光振興について議論

※ 現プランの計画期間は令和５年度末まで（２年間のプラン）

今年度の予定

第１回（８月２日） 環境Ϟ文化τ配慮ΰθ観光χ推進τνΜο

第２回（１０月頃） デジタル技術Ϭ活用ΰθ観光振興τνΜο

令和５年度予算τΣΜοʺ現プランχ施策Ϭバージョンアップ
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２-１．環境に配慮した観光の推進（都の取組）

ü都では、環境に配慮した観光を推進するとともに、中長期的にエネルギーの安定確保に

つなげる観点から「Tokyo Tokyo 」も活用して「ＨＴＴ」を推進

サステナブルツーリズムの推進

【環境配慮型旅行の推進】

多摩・島しょ地域τΣΜο観光協会Ϟ観光事業者等Υ︡Ϥ Ϛ

環境τ配慮ΰθ旅行商品開発Ϟ施設整備、体験プログラム開発

等Ϭ支援 ＜補助額＞ ᾢ1,500 ˢד 1/2ˣ

【地域のサステナブル・ツーリズムの推進】

小学生（親子）や中学生等Ϭ ρΰθ地域χ文化Ϟ環境σς

ϬᶘϐモニターツアーϬ ΰʺガイドラインϬ作成

＜ 規 模 ＞ ツアー造成３地域ˢ区部ʺ多摩ʺ島しょˣπ

各３ツアー程度

ü 昨年７月τ世界自然遺産τ登録

ήϦθ奄美・沖縄ρϜ連携ΰʺ

共同プロモーションϬ実施

ü ͐ ψʺマナー啓発Ϟ自

然保護活動χＰＲϬếᴟ

ᵦꜛ ӹ▀Ặ ϳϴУЂϱЕ

アイコンを活用したＰＲイベントの実施

持続可能な観光振興に向けた調査

ü 昨今χ国際情勢等Ϭ踏まえ、エネルギーϬ安定的τ確保ΰοΜΨ

θϛʺ電力Ϭ『Ⓗ減らす・Ⓣ創る・Ⓣ蓄める』ＨＴＴϬ推進

ü 都民・事業者χ節電アクションχ加速Ϭ呼びかけるイベント

「Tokyo Cool Home & Biz 」Ϭ開催

Tokyo Cool Biz Collection

ü 経済ʺ文化ʺ環境 χНжрІχρϦθ持続可能σ観光χ

推進τἰϥ各種指標等Ϭ調査

ü ͐ ψʺ都内宿泊事業者χ環境対策ϒχ意識Ϟ取組

状況Ϭ調査

世界自然遺産を活用した観光振興



42%

38%

31%

20%

8%

7%

資金不足

ノウハウの不足

人材不足

特に課題はない

他に優先する課題がある

その他

ü 資金不足ʺノウハウ不足ʺ人材不足Υʺ宿泊施設χ環境対策

τΣΪϥ課題χ上位ρσμοΜϥʻ
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２-２．宿泊事業者アンケート調査①

ü 2022年5月～6月に、都内宿泊施設を対象として環境対策への意識や取組状況を調査

調査方法：郵送調査（郵送回答及びWeb回答）

調査対象：東京都内の宿泊施設（約4,200施設）

調査概要 サンプル数：460施設

環境対策への意識

調査結果

ü 「非常に重要である」・「重要である」ρᵕ ΰθχΥ８５％ʺ

「重要ではない」・「まったく重要ではない」ρᵕ ΰθχψ２％ρσμθʻ

ͦ ☼ χḕẽ ├τ ΰοʺṝּזχ―ΠτΚοψϘϥϜχϬΣ όΨιήΜʻ

35%

50%

13%

1% 1%

非常に重要である

重要である

どちらともいえない

重要ではない

まったく重要ではない

８５％

環境対策の課題

ͦṝּזπḕẽ ├Ϭם☼βϥτΚθμοʺᴿ ρΰο―ΠϣϦϥϜχ
ϬΣ όΨιήΜʻ
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２-３． 宿泊事業者アンケート調査②

53%

46%

24%

21%

18%

10%

6%

宿泊客へのアメニティ等の使用確認

アメニティ等の原材料の種類を変更

アメニティ等を適切な寸法で提供

アメニティ等のリサイクル

宿泊客へのアメニティ等の有償提供

その他

排出抑制に協力した宿泊客へ景品等を提供

Q.  ᵺ ΰοΜϥρέᵕ ΰθ ›ʺ χ τἰϥ︡ ρΰοʺ
ΚοψϘϥϜχϬβϓοΣ όΨιήΜʻ

20%

62%

18%

該当している

該当していない

わからない

̓ ͐ ͐Ὦ͍ Τϣ☼“ρσμθˮプラスチックに係る資源循環の促進等
に関する法律」τϢϤʺ特定プラ製品Ϭ一定以上排出βϥⱧỘּיˢ ⱧỘ
ϬḯϚˣϬיּ τ規制Ϭ開始

̓ ᵺ χ τΣΜο ằΰθ特定プラスチック使用製品の量が5トン
以上である事業者Υᵺ

˲ ⱧỘּיχФжІЎАϼ► ˢ ˣ˳
ХϯУжЄʺΨΰʺΤϙζϤʺЄам˔ϺаАФʺⱦУжЄ

̞ ζχ ˢԁ ˣ

ʾϯЮИГϰН˔Ϭ ʺ χϙϬ ϒיּ ằ

ʾϯЮИГϰχ ằϬ ♁ʺ χⱱ╥ϬᾦόᶝΪיּ

ͦˮФжІЎАϼτἰϥⱢᾛ ḕχ τḩβϥ ˯ ╣ ԁτ
ṛ ήϦοΜϥФжІЎАϼ► ằⱧỘּיτᵺ ΰϘβΤʻ

ü ２０％の事業者が「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」
の規制対象の事業者に該当

プラスチックの排出規制

ü 宿泊客へのアメニティ等の使用確認、アメニティ等の原材料の種類を

変更が、規制対象に該当する宿泊事業者における取組の上位となって

いる。

プラスチックの排出規制の取組



36%

23%

11%

10%

9%

7%

7%

取組は実施していない

個別配膳

持ち帰りの対応

食べ残さない食事を促進するためのPR

その他

産地からの直接購入

廃棄食品量の毎月のモニタリング
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２-４． 宿泊事業者アンケート調査③

47%

41%
30%

24%

13%

11%

2%

宿泊者が資源ごみを分別できる環境の提供

ペーパーレス化

再生利用可能なアメニティの導入

割りばし利用の削減

その他

取組は実施していない

同一商品の贈答用と自宅用の供給

76%
18%

14%
8%
7%

5%
4%

2%
2%

LED照明の導入

高効率エアコンの導入

取組は実施していない

高断熱素材の導入

その他

再生可能エネルギーの導入

エネルギー管理システム（EMS）の導入

カーボンオフセットの導入

送迎車に電気自動車・ハイブリッド車を導入

58%

42%

35%

28%

22%

11%

7%

3%

連泊者のシーツ交換削減に向けた協力

水使用量の毎月の把握

従業員への節水訴求

節水器具の導入

節水トイレの導入

取組は実施していない

給排水設備の更新

その他

廃棄物削減の取組

ͦṝּזπ︡Ϥ ϭπΜϥ ṏ ⌡ᾚχ︡ ρΰοʺΚοψϘϥϜχϬΣ όΨιήΜʻ

ü ごみの分別、ペーパレス化、再生利用可能なアメニティの導入が、廃棄物削減の
取組の上位となっている。

節水の取組

ͦṝּזπ︡Ϥ ϭπΜϥ τΰΪθ︡ ρΰοʺΚοψϘϥϜχϬΣ όΨιήΜʻ

ü 連泊者のシーツ交換削減に向けた協力、水使用量の毎月の把握、従業員への節水

訴求が、節水に向けた取組の上位となっている。

エネルギー対策の取組

ͦṝּזπ︡Ϥ ϭπΜϥϵКиϻ˔Ϟᴛע῟ᴮϹІ ├χ︡ ρΰοʺΚοψϘϥ
ϜχϬΣ όΨιήΜʻ

ü LED照明の導入が、エネルギ―対策の取組の上位となっている。

フードロスの取組

ͦṝּזπ︡Ϥ ϭπΜϥТ˔ЖкІχ︡ ρΰοʺΚοψϘϥϜχϬΣ όΨιήΜʻ

ü 個別配膳、持ち帰りの対応、食べ残さない食事を促進するためのＰＲが、フー
ドロスの取組の上位となっている。

̞ ˮ ︡ ψם☼ΰοΜσΜ˯ρᵕ ΰθ☼ τψʺ
Ⱨ ằϬ“μοΜσΜ☼ ϜḯϘϦϥʻ



6

３-１． 文化資源の保全・活用（都の取組）

ü都では、都内の貴重な観光資源の喪失を防ぐための支援や、文化の魅力を効果的に発信

する取組を実施

観光資源の保全等のための支援

【クラウドファンディングによる資金調達支援】

観光関連事業者Υクラウドファンディング事業者τ◦ Ξ手数料

Ϭ助成

＜支援例＞

̓☼ χӲⱱ τ σⱢỲϬ

̓ḢΊⱢᾛϬᶨ ΰθ ᾓФкϽжЭϞϱЦрЕם☼τ
σⱢỲϬ

日本文化を活用した観光振興支援

ü 文化・芸術団体ρχ連携τϢϤʺ日本文化ρ自然σςχ

地域資源Ϭ効果的τ結びつけて実施βϥ新たなイベント

Ϟ情報発信Ϭ支援

【支援対象者】

ḢΊẸᵓʺ Ῥᵓ ʺ ᵹʺ ᵓʾꜛⱵᵓʺ ᴟʾὛ

ʺζχ χ ʺ ḧⱧỘּיσς ӽχ χ ʾ

ḼỘΥ ὀΰο ΰθẸṳᵓ

【観光資源の保全等のための補助】

観光関連事業者Υ“Ξ施設χ保全τ βϥ経費Ϟ技術χ保全τ

ΰΪθ人材育成τ βϥ経費等Ϭ補助

＜支援例＞

̓ὺ ẏᴟτ βϥӲⱱ Ϭ“Ξθϛχ ṛ Ϭ◦כ

̓ῇὋּי χᵔὨϞ χΰ τΰΪοʺ ∙Ӿ Ϟ

ͥͧϱЦрЕϬ◦כ

πם☼ήϦθ χ ϱЦрЕם ᶆ χ πχˮᴨὔזּ ϬςϤ˯
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３-２． 文化資源の保全・活用（都の取組）

東京の「食」の魅力発信

ü 東京χ Ϧθ「食」χ魅力Ϭ多くχ方τ楽しんでいただくθϛʺ

春の食フェスティバル「Tokyo Tokyo Delicious Museum 」Ϭ

初開催ΰʺ約４万４千人Υ来場

Ϸ˔ФИрϽЈйЯИ˔

ü 公式ウェブサイトπψʺ東京χ食文化τϘνϩϥ記事Ϭ公開ΰʺ

国内外τζχ魅力Ϭ発信

日 程 令和４年５月２０日～２２日 場 所 江東区有明

国際会議参加者向けコンテンツ開発

ü ハイブリッド形式τϢϥ国際会議Υ増えてきているάρΤϣʺオン

ライン参加者Ϝ体験πΦϥＳＤＧｓ体験コンテンツϬ θτ開発

ü 東京πχ国際会議開催Ϭ検討ΰοΜϥ主催者χ方ϒ効果的τＰＲ

̓ χ ◊Τϣʺ Ằσϣπψχ
σ Ṫ ʾДЃϱрπΚϥ ᾭ ʺ
 ᾭ ּטϬ ᵒ

̓ χ Ϭᾝ τ Πννʺ ựπ
ם ᴦ σзЂϱϼиʾзг˔Іχ
ϯϱДϯϬ ằ

風呂敷包み体験

̓ τψ ϙ Μᾥ Ὓ χ ῎Ϭʺ
ᵤᵰχ πϜ ᾓπΦϥЀрГрБρΰο
ᵫ

̓ ῎Ϭֽ῎π χיּםʺβϥάρπם ˑ
τ ᵦπᶨ βϥṐᵓϬ ằΰʺ ῎ ᴟ
χ ọτṄ

英語落語で学ぶ江戸東京文化
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４-１． 取組事例（環境）

ü海外では、観光セクターの持続可能性を強化するためのプログラムを開発し、

環境に配慮した観光を推進

【シンガポール】

ü シンガポール政府観光局ψʺḢΊ▀ỘχЂІГЗРз

Гϰχṁ Ϭếᴟβϥθϛʺ「ツーリズム・サステナ

ビリティプログラム」（ＴＳＰ）Ϭ2021年τ策定

ü ＴＳＰχԁνρΰοʺホテルχサステナビリティ戦略

τΣΜο⅜ βϓΦ目標ρ戦略ϬἿΫθ「シンガポー

ルホテル・サステナビリティ・ロードマップ」Ϭシン

ガポールホテル協会ρシンガポール政府観光局が

2022年３月τ発表

① 2025年Ϙπτシンガポールχホテルχ客室数χ60％Υʺ

世界τ認知ήϦθサステナビリティ認証Ϭ取得

② 2023年Ϙπτ排出量χ追跡Ϭ開始ʺ2030年Ϙπτ排出量

Ϭ削減ʺ2050年Ϙπτ排出量０Ϭ ◙β

① 業界全体のサステナビリティ基準の向上

② サステナブル・ソリューションの構築

③ サステナブルに配慮したホテルのコンセプトや体験の開発

④ サステナブルな消費習慣やサステナビリティサービスへの

認識向上・推進

目 標

４つの戦略

ЄрϹЪ˔иʾЂІГЗРзГϰʾк˔ЖЫАФ
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４-２． 取組事例（文化）

ü歴史的建造物や文化財など、地域の文化資源を活かした観光振興や文化資源の

保全に取り組むことで、持続可能な観光を推進

ü 兵庫県 ≤Ἤ ≤ χ重要有形文化財「三木家住宅」

（築３００年）χ Ϟ Ϧχ維持管理方法Ϭ見直しʺ

宿泊施設ρΰο改修

ü 宿泊施設の収益Ϭ維持管理費ρΰο活用βϥάρπʺ

歴史的建造物Ϭ継承ΰσΥϣʺ地域χ観光振興Ϭ促進

指定文化財の活用（兵庫県）

ü 歴史的建築物τ指定ήϦοΜϥ台北市萬華区χ「剥皮寮

歴史地区」ψʺ ◕Υ街並みの保全τ︡Ϥ ϙʺ清朝

時代の伝統的な店屋Ϟʺ日本統治時代の建物σςϬ再生

ü 映画のロケ地Ϟアート・歴史に関する展示会χᵓ ρΰ

ο活用ΰʺ地域の文化資源ϬᶨΤΰθ観光客誘致Ϭם☼

歴史ある街並みの保全（台湾）

◕ ᴼỸˮ ◊ Ỹ˯ Ἱ ᴟ∞ˮ╣ ᴪ ˯

╛̝ ╛̝


